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広島県地域保健対策協議会 終末期医療のあり方検討専門委員会

委 員 長　本家　好文

Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県地域保健対策協議会（地対協）では，平成
25 年度から「終末期医療のあり方検討特別委員会」
においてアドバンス・ケア・プランニング（Advance 

Care Planning: ACP）の普及を目指して，「ACPの手
引き」「私の心づもり」などのツールや DVDを作成
して啓発に努めてきた。
　平成 26 年度には，2医師会で「ACPの手引き」
「私の心づもり」を用いた普及のためのモデル事業を
実施し，さらに平成 27 年度には 6医師会でモデル事
業を継続した。
　平成 28 年度はモデル事業の結果を検証し，今後の
普及方法について検討したので活動実績を報告する。

Ⅱ．　委員会，事業報告会および打合会

（₁）第 ₁回 終末期医療のあり方検討専門委員会
（平成 ₂₈ 年 ₄ 月 ₂₅ 日）

　◯報告事項
　・「ACPの手引き」「私の心づもり」の発行状況
改訂第 2版の手引きは，平成 27 年 12 月以来，
会議当日までの約 4ヵ月間に 12,436 部以上を配
布した。
広島県医師会速報附録としても過去 3回発行し
ていて，初版からすべて累計すると約 48,000 部
を配布した。

　・「ACPの手引き」「私の心づもり」の資料の申請
に対する対応方法について
「ACPの手引き」「私の心づもり」に関する問合
せ件数の増加に対応するため，地対協ホーム
ページに「ACP」関連のバナーを設置した。
また「ACPの手引き」「私の心づもり」使用・
引用申請フォームも作成して申請方法を変更し
た。

　・「ACPの手引き」「私の心づもり」の使用目的は，

学会での配布やそれぞれの施設の発行媒体への
引用希望などが多かった。

　◯モデル事業の実施報告
　・平成 27 年度モデル事業を実施した以下の 6医師
会から実施報告を受けた
呉市医師会，福山市医師会，因島医師会，安芸
地区医師会，佐伯地区医師会，広島市東区医師会

　◯モデル事業実施報告会の開催について
　・平成 28 年 5 月 29 日（日）に広島医師会館でモ
デル事業実施報告会を「だれでも，かんたん，
ACP」をメインテーマとして開催する。

　・話題提供者として北川　靖氏（京都府医師会副
会長）を講師に招き，京都府医師会のACP普及
の取り組みを紹介していただくこととした。

　・報告会ではモデル事業を実施した医師会から，
数地区医師会から報告を受けた後，シンポジウ
ム形式で意見交換することとした。

　○協議事項
　・ACPの広報，普及に関する意見
　　－　県民への啓発
　　　　メディア（テレビ，ラジオ，新聞などへ

の働きかけ）
ACP普及用小冊子の作成
地対協 HPに，ACP関連 HPを開設

　　－　医師への啓発
地区医師会での研修会開催，病院勤務医
への働きかけ
がん診療連携拠点病院への働きかけ
緩和ケア研修会参加者に手引きを配布
する
緩和ケアチームの「苦痛のスクリーニ
ングシート」に加える
がん相談室，地域連携室に働きかける
医院待合室や調剤薬局などにポスター掲
載を依頼する
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　　－　医療関係者への啓発
広島県看護協会，広島県訪問看護ステー
ション協議会
広島県薬剤師会，広島県病院薬剤師会
広島県リハビリテーション協議会などに
依頼する

　　－　地域包括ケアシステムとの連携を検討する
ケアマネ，介護職の研修

　　－　地域住民への働きかけ
　　　　　地域にあるネットワークを利用する
　　　　　社会福祉協議会，民生委員への働きかけ
　　　　　住民向けの講演会の開催
　　　　　地域サロンで出前講座などの開催
　　－　行政への働きかけ
　　　　　広島がんネットへの掲載

「広島県民だより」「ひろしま市民と市政」
などへの掲載

　・導入のタイミングについて（案）
　　－　慢性疾患でかかりつけ医に通院している人
　　－　がん診療連携拠点病院退院時の退院指導と

して
　　－　在宅移行時の退院前カンファレンス時
　　－　介護保険導入時にケアマネを中心に
　　－　介護施設入所時に担当医から
　　－　患者サロン，地域サロンなどで訪問看護師

などから
　・ACPを推進するめの人材育成のための研修会な
どの開催

　○今後の目標
　・長期的目標
　　－　かかりつけ医やそのほかの関係者，患者・

家族がACPに取り組む広島県になっている
　　－　ACPが地域の文化になっている
　・中期的目標
　　－　ACPを円滑に運用するための簡便なマニュ

アルの作成
住民への説明方法や流れを示すような資
料の作成
心づもりを記載した後の流れや管理方法
を明確に示す

　　－　医師と他職種との連携体制を推進する
　・短期的目標
　　－　具体的な実践例を集積する
　　－　関連職能団体や病院などとの話し合いを開

始する
　　－　関係者に対する研修会を開催する
　　－　医師から説明する際のリーフレットを作成

する
　　－　医師に対して「私の心づもり」を渡された

時の対応方法を提示する
（保管方法，運用方法，個人情報の管理，倫
理的配慮など）

　○今後の課題
　・倫理的問題への対応
　・法的拘束力などの法的問題への対応
　・ACPに対する正しい理解を推進する

「最期の迎え方」に限定したイメージを修正す
る
どう生きていくのかに焦点を当てた取り組み
への理解を進める
ACPが「良く生きるため」のツールであるこ
とへの理解
ACPが「医療の差し控え」」「医療費削減」を
目的としているという誤解を払拭する
「無駄な医療をしない」のではなく「望まない
医療を受けない」

　・研究も視野に入れた推進方法を検討する
（₂）第 ₁回 終末期医療のあり方検討専門委員会 

打合会（平成 ₂₈ 年 ₅ 月 ₉ 日）
　○協議事項
　・ACPの手引き・心づもり運用方法について

介入する際には，医師だけでなく，患者や家
族に接する機会の多いケアマネージャーなど
から実践するのが現実的であり，関係多職種
の研修などが必要である

県民の理解が必要であり，普及啓発を継続する
　・介入のタイミングについて検討する
　　　①退院時（退院指導，退院時カンファレンス）
　　　②介護保険申請時
　　　③ケアマネ・地域包括支援センターの介入時
　　　④介護施設などへの入所時
　　　⑤定年退職時
　○モデル事業実施報告会の運用について
　・報告会当日の予定を確認
　・ディスカッションのテーマと進め方について確認
（₃）ACP普及啓発モデル事業 報告会（平成 ₂₈ 年

₅ 月 ₂₉ 日）
　◯報告会開催の内容
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　・「だれでも，かんたん，ACP」をメインテーマと
した。

　・話題提供：北川　靖氏（京都府医師会副会長）　
 （資料参照）

　　－　講演で超高齢社会における意思決定支援の
重要性が示され，患者・家族と医療者間の
逆風を乗り越えるためには，ACPが必要と
の指摘があった。

　　－　また京都府において医療・介護・福祉の関
係団体による京都地域包括ケア推進機構の
取り組みと，看取り対策プロジェクトにお
ける ACPの推進に状況が紹介された。

　・モデル事業を実施した 6地区のうち因島医師会
から民生委員を通じた地域住民への普及啓発の
現状と，東区医師会から東区内のACP実施状況
について報告があった。

 （資料参照）
　・ディスカッションでは，モデル事業を実施した
6医師会から登壇していただき，各地区の普及
啓発，導入のタイミング，対象者，運用方法に
ついて報告があった。
今後，認知症が増加するなかで，あらかじめ意
思決定をしておく必要のある人が増加するので，
ACPに関する住民への理解促進活動を，行政と
協力しながら実施する必要性が述べられた。

　・本委員会の目標は「患者の価値観や思いについ
て話し合うことによって，より良い医療環境を
築くこと」だと再確認した。
本委員会で作成したツールが医療者と患者との
「話し合い」のきっかけになることが期待される。

（₄）第 ₂回 終末期医療のあり方検討専門委員会 

打合会（平成 ₂₉ 年 ₂ 月 ₁₃ 日）
　◯平成 29 年度地対協の委員会について
　・これまで「終末期医療のあり方検討専門委員会」

で協議してきた ACPについては，平成 29 年度
からは広島県健康福祉局の所管課が「地域包括
ケア・高齢者支援課」になる予定が報告された。

　・次年度よりACPの普及啓発については「医療・
介護連携推進専門委員会」で協議することを検
討することを確認。

　・「ACP普及促進WG」として，ACPの普及啓発
を推進することを確認。

Ⅲ．　お　わ　り　に

　「終末期医療のあり方検討特別委員会」では，平成 25
年度からアドバンス・ケア・プランニング （Advance 

Care Planning: ACP）の普及に取り組んできた。
　現在ACPが想定しているのは，主に高齢者や末期
がん患者である。まずそうした患者の症状が安定し
ている時期に，先々の治療などについて話し合いを
始めて，患者・家族と医療者がお互いの意思を共有
する取り組みと言える。
　平成 28 年度からは厚生労働省委託事業「人生の最
終段階における医療体制整備事業研修会（E-FIELD）」
がはじまった。患者の意向を尊重した意思決定のた
めの研修会であり，プログラムの中ではACPは重点
的なテーマとして扱われている。平成 28 年度には全
国 8地域 12ヵ所で「E-FIELD」研修会が開催され，
平成 28 年 2 月 12 日には広島大学で開催された。
　今後はそうした国の動向も見ながら，広島県地対
協として県内の各地域で具体的な実践を積み重ねて
いく必要がある。

（　　）127



「
支
え
る
た
め
の
AC

P」
広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
議
会

京
都
府
医
師
会

北
川

靖

２
６
年

３
月

総
人

口
６
５
～

７
４
歳

７
５
歳

～
高

齢
化

率

京
都
府

2,
62
8,
43
5

35
6,
45
0

31
8,
21
3

25
.7
％

京
都
市

1,
46
7,
21
9

19
0,
81
1

17
3,
63
6

24
.8
％

長
岡
京
市

80
,0
35

10
,9
64

8,
39

3
24

.2
％

福
知
山
市

80
,7
60

10
,2
56

12
,0
74

27
.6
％

伊
根
町

2,
35

7
38

6
65

4
43

.4
％

木
津
川
市

72
,3
59

9,
04

9
6,
41

6
21

.4
％

南
山
城
村

3,
00

8
57

1
59

7
38

.8
％

広
島
県

2,
86
9,
15
9

39
6,
44
4

36
5,
86
0

26
.6
％

広
島
市

1,
18
8,
06
7

22
.3
％

第
7次

京
都
府
高
齢
者
健
康
福
祉
計
画
よ
り

0

20
00

00

40
00

00

60
00

00

80
00

00

10
00
00
0

12
00
00
0

14
00
00
0

16
00
00
0

（
人

）
京

都
市

人
口

の
推

移

75
歳
以
上

65
～
74

歳

40
～
64

歳

0～
39

歳

第
6期

京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
よ
り

超
高
齢

少
子

人
口
減
少

3.
5

7.
6

17
.5

36

66
.7

01020304050607080

65
～
69

歳
70

～
74

歳
75

～
79

歳
80

～
84

歳
85

歳
以

上

（
％

）
要

支
援

・
要

介
護

認
定

者
出

現
率

（
京

都
市

）

第
6期

京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
よ
り

参考資料 1

（　　）128



10
.7
6

17
.4
9

17
.6
6

21
.1
2

25
.3
1

28
.1
6

051015202530

平
成
12

年
平
成
17

年
平
成
22

年
平
成
27

年
平
成
32

年
平
成
37

年

（
％

）
要

介
護

認
定

率
の

推
移

（
京

都
市

）

第
6期

京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
よ
り

99
05

11
91
0

14
96
1

16
42
9

81
19

90
37

10
33
3

11
31
5

66
04

73
53

81
29

89
87

0

50
00

10
00
0

15
00
0

20
00
0

25
00
0

30
00
0

35
00
0

40
00
0

平
成
22

年
平

成
27

年
平

成
32

年
平

成
37

年

（
人

）
要

介
護
3以

上
認

定
者

数
推

移
（
京

都
市

）

要
介

護
5

要
介

護
4

要
介

護
3

第
6期

京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
よ
り

0

10
00
0

20
00
0

30
00
0

40
00
0

50
00
0

60
00
0

70
00
0

80
00
0

90
00
0

10
00

00

平
成
22

年
平

成
27

年
平

成
32

年
平

成
37

年

（
人

）
認

知
症

高
齢

者
数

の
推

計

認
知

症
有

病
者

数

M
CI
有

病
者

数

第
6期

京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
よ
り

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

第
2
0
回

(
平

成
1
7
年

)

第
1
9
回

(
平

成
1
2
年

)

第
1
4
回

(
昭

和
5
0
年

)

第
1
0
回

(
昭

和
3
0
年

)

第
 
8
回

(
昭

和
2
2
年

)

（
図

２
－

２
）

　
死

亡
数

の
推

移
（

女
）

死
亡

数
(d

x)

年
齢

(x
)

第
21

回
生

命
表

死
亡
年
齢
の
高
齢
化
➚

（　　）129



「
さ
い
ご
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を
支
え
る
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り

20
12

年

疾
患

別
死

亡
場

所
（
京

都
府

平
成
24

年
度
）

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

平
成
12

年
平
成
17

年
平
成
22

年
平
成
27

年
平
成
32

年
平
成
37

年
平
成
42

年

高
齢

世
帯

の
推

移
（
京

都
府

）

⾼
齢
夫
婦
世
帯

高
齢

単
身

世
帯

（
千

世
帯

）

第
7次

京
都
府
高
齢
者
健
康
福
祉
計
画
よ
り

社
会
保
障
制
度
改
革
：
医
療
保
険
、
介
護
保
険
等

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

推
進

法

疾
病

構
造

変
化

介
護

・
地

域
力

低
下

景
気

の
低

迷

医
療

費
・

介
護

費
の

公
的

支
出

増
加

本
人

・
家

族
の

願
い

（　　）130



京
都
市
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
若
年
人
口
の
減
少
、
総
人
口
の
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。

高
齢
者
人
口
は
、
平
成
37

年
ま
で
増
加
し
続
け
、
特
に
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る

京
都
市
で
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
要
介
護
者
（
平
成
37

年
に
約
2万

人
増
加
し
、
10

万
人

を
超
え
る
）
が
増
加
す
る
。

京
都
府
で
は
、
平
成
37

年
に
年
間
死
亡
者
数
が
3万

人
（
約
60

00
人
の
増
加
）
を
超
え
る
と
推
定

さ
れ
る
。
死
亡
年
齢
が
高
く
な
る
。

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
。
京
都
府
で
は
独
居
及
び
高
齢
者
世
帯
が
急
速
に
増
加
す
る
。

超
高
齢
・
多
死
社
会
。
社
会
的
介
護
、
ケ
ア
の
必
要
量
が
増
加
す
る
。

公
的
支
出
の
伸
び
を
抑
制
す
る
側
面
を
持
っ
た
社
会
保
険
制
度
改
革
が
進
ん
で
い
る
。

少
子
化
等
に
よ
り
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
到
来
す
る
。

超
高
齢
社
会
と
し
て
の
備
え
と
し
て
の
、
＜
健
康
寿
命
の
延
伸
＞
と
＜
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立
＞

健
康

寿
命

の
延

伸
健

康
寿

命
の

延
伸

地
域

包
括

ケ
ア

地
域

包
括

ケ
ア

超
高
齢
社
会
へ
の
備
え

健
康
寿
命
の
延
伸

健
康

増
進

疾
病

予
防

（
が

ん
、
メ
タ
ボ
・
・
・
・
）

介
護

予
防

（
ロ
コ
モ
、
フ
レ
イ
ル

・
・
・
・
）

治
療

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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障
・
老

・
病

・
死

に
対

す
る
備

え

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

出
典

：
平
成
25

年
3月

地
域

包
括

ケ
ア
研

究
会

報
告

「
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

に
お
け
る
今

後
の

検
討

の
た
め
の

論
点

」
田
中
座
長
の
図
を
も
と
に
事
務
局
作
成

Q
O
L

Ag
in
g 
in
Pl
ac
e

疾
病

治
癒

健
康

後
遺

症
慢

性
化

死

加
齢

・
気

懸
か

り
･不

安
･苦

し
み

疾
病

予
防

治
療

健
康

増
進

介
護

予
防

健
康
寿
命
の
延
伸

看
取

り

自
立

＋ 生
活

機
能

低
下

地
域
包
括
ケ
ア

Ag
in
g 
in
 p
la
ce

人
口

構
成

の
変

化

「
少

子
・
超

高
齢

社
会

」

疾
病

構
造

の
変

化

社
会
構
造
の
変
化
（
介
護
力
、
地
域
力
低
下
）

医
療
需
要
の
変
化
・
拡
大

要
介
護
3～

5：

約
47

,0
00

人
→
約
60

,0
00

人
（
平
成
37

年
）

年
間
死
亡
数
：

約
25

,4
00

人
→
約
31

,0
00

人
（
平
成
37

年
）

内
容

内
容

防
ぐ

防
ぐ

治
す

治
す

戻
す

戻
す

支
え
る

支
え
る

癒
す

癒
す

見
送

る
見

送
る

場
所

場
所

医
療

機
関

医
療

機
関

介
護

施
設

介
護

施
設

自
宅

以
外

の
住

ま
い

自
宅

以
外

の
住

ま
い

自
宅

自
宅

求
め
ら
れ

る
医

療

総
合
的

全
人
的

医
療

多
様
な

場
で
の

医
療

連
携

協
働
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求
め
ら
れ

る
医

師
の

役
割

医
療
の
専
門
家
と
し
て
の
役
割

医
療
の
責
任
者
と
し
て
の
役
割

•
医
療
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•
チ
ー
ム
医
療
の
リ
ー
ダ
ー

•
介
護
と
の
連
携

対
人
援
助
者
と
し
て
の
役
割

•よ
く
生
き
る
た
め
の
伴
走
者
の
役
割

•意
思
決
定
の
支
援
、
事
前
ケ
ア
計
画

•痛
み
や
苦
し
み
を
和
ら
げ
る
役
割

•家
族
の
ケ
ア
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
チ
ー
ム
の
ケ
ア

多
職
種
協
働

共
通
機
能

治
す
医
療

治
し
、
支
え
る
医
療

支
え
る
医

療
？

•
訪
問
診
療

•
心
身
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
、
補
う

•
医
療
的
ケ
ア
。
在
宅
医
療
機
器
、
福
祉
用
具
の
活
用

•
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
生
活
期
）

•
緩
和
医
療
、
ケ
ア

•
身
体
的
な
痛
み
や
苦
し
み
を
和
ら
げ
る

•
こ
こ
ろ
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

•
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
痛
み
を
和
ら
げ
る

•
耳
を
傾
け
る
、
伴
走
す
る
、
物
語
を
一
緒
に
紡
ぐ

•
意
思
決
定
を
支
援
す
る

•
看
取
る

•
家
族
を
支
え
る

苦
手
！

複
雑

・
高

リ
ス
ク
と
い
う
壁

、
逆

風

病
態

が
複

雑
、
予

測
が

困
難

、
エ
ビ
デ
ン
ス
が

少
な
い
、
「
N
BM

」

診
断

・
治

療
の

制
限

、
「
無

力
感

」

痛
み

、
苦

し
み

、
死

の
忌

避
、
「
敗

北
感

」

価
値

観
の

多
様

性
、
意

志
の

自
己

決
定

が
困

難
、
方

針
の

曖
昧

さ
、
「
遠

く
の

親
戚

」

倫
理

的
妥

当
性

へ
の

プ
ロ
セ
ス
、
延

命
医

療
の

判
断

へ
の

法
的

懸
念

、
「
訴

訟
」

時
間

を
要

す
る
、
体

力
が

必
要

、
効

率
が

悪
い
、
「
２
４
時

間
３
６
５
日

」

自
己

完
結

で
き
な
い
、
包

括
的

ア
プ
ロ
ー
チ
、
「
多

職
種

協
働

」
、
「
総

合
医

療
」

介
護

力
・
地

域
力

低
下

、
脆

さ
、
不

安
定

さ
、
「
独

居
・
高

齢
世

帯
」
、
「
核

家
族

」

社
会

的
環

境
の

不
備

、
在

宅
療

養
へ

の
理

解
不

足
、
「
病

院
志

向
」
、
地

域
医

療
構

想
」

超
高
齢
社
会
で
は
、
総
合
的
な
医
療
、
多
様
な
場
で
の
医
療
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
る

求
め
ら
れ
る
医
師
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、
連
携
・
多
職
種
協
働

が
不
可
欠

治
し
、
支
え
る
医
療
（
在
宅
医
療
、

、
緩

和
ケ
ア
、

看
取
り
等
）
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
い
る

医
療
者
は
、
患
者
・
家
族
の
た
め
に
、
支
え
た
い
と
願
っ
て
い
る

が
、
高
い
壁
、
逆
風
に
悩
ん
で
い
る

壁
を
超
え
、
逆
風
の
中
を
進
む
に
は
、
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京
都
府
医
師
会

在
宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 平
成

27
年
４
⽉
開
設

27
年

度
主

な
研

修

京
都

在
宅

医
療

塾
Ⅰ

～
探

究
編

～

京
都

在
宅

医
療

塾
Ⅱ

～
実

践
編

～

総
合

診
療

力
向

上
講

座

生
活

機
能

向
上

研
修

•
食
支
援

•
排
泄
支
援

•
AC

P

難
病

研
修

主
治

医
研

修

認
知

症
研

修

•
対
応
力
向
上
研
修

•
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

京
都
府
医
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

卒
前

卒
後

の
医

師
の
生
涯
教
育
（
開
業
医
、
研
修

医
、
病

院
勤

務
医

、
医

学
部

学
生

）
だ
け
で
な
く
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
、
介

護
関

係
者

な
ど
多
職
種
、
医
療
系

学
生

、
患

者
家

族
な
ど
を
対
象
に
研
修
を
行
う

「
京
都
在
宅
医
療
塾
」

20
12

～

•
ミ
ニ
講

演

•
症

例
検

討

•
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式

•
医

師
、
看

護
師

対
象

•
在
宅
医
療
を
実
践
に
必
要
な
知
識
・
技
術
、
考
え
方
を
学
ぶ
。

•
生

活
を
支

え
る
医

療

•
苦
痛
や
不
安
を
緩
和
す
る
医
療

•
情

報
交

換
、
情

報
共

有

内
容

28
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京
都
在
宅
医
療
塾
Ⅰ
の
狙
い
・
内
容

在
宅
医
療
を
実
践
し
て
い
る
医
師
及
び
今
後
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師
、
訪
問
看
護
師
、
退
院
調
整
に
か
か
わ
る
看
護
師

を
対
象
に
、
専
⾨
医
か
ら
学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
、
在
宅
医
療
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
専
⾨
医
な
ど
を
招
き
座
学
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
学
習
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
原
佐
⽃
司
先
⽣
を
講
師
に
招
き
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

第
⼀
回
：
在
宅
で
の
急
性
期
の
対
応
の
仕
⽅
（
10
/1
8

医
師
８
４
名
、
看
護
師
７
７
名
）

第
⼆
回
：
認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
在
宅
で
看
取
る
（
11
/2
2

医
師
７
６
名

看
護
師
７
６
名
）

第
三
回
：
臓
器
不
全
患
者
の
在
宅
緩
和
ケ
ア

第
四
回
：
が
ん
患
者
の
在
宅
緩
和
ケ
ア

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
⽣
活
協
同
組
合
副
理
事
⻑

梶
原
診
療
所
在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
⻑
・
病
棟
医
⻑
オ
レ
ン
ジ
ほ
っ
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
⻑

平
原

佐
⽃
司
先
⽣

講 師 対 象
医
師
、
看
護
師
（
看
護
師
、
訪
問
看
護
師
、
退
院
調
整
看
護
師
）

２
０
１
５
年

京
都
在
宅
医
療
塾
Ⅰ

〜
探
究
編

11
月
22

日
（
日

）

テ
ー
マ

認
知

症
の

患
者

さ
ん
を
在

宅
で
看

取
る

10
時

～
10

時
05

分
連

絡
事

項

10
時
05

分
～

10
時
45

分
基

本
講

義
「
認

知
症

高
齢

者
と
家

族
の

旅
路

」

10
時
45

分
～

10
時
55

分
会

場
移

動

10
時
55

分
～
11

時
15

分
ｱ
ｲ
ｽ
ﾌ
ﾞﾚ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ「
自

己
紹

介
、
認

知
症

高
齢

者
と
の

関
わ

り
」

11
時
15

分
～
11

時
20

分
症

例
提

示

11
時
20

分
～
12

時
10

分
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

GW
（
９
名

×
２
０
グ
ル

ー
プ
）

「
症

例
検

討
」

12
時
10

分
～
13

時
昼

休
憩

13
時

～
13

時
30

分
全

体
化

（
3分

×
6G

）

13
時
30

分
～
14

時
症

例
の

解
説

と
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

「
認

知
症

の
緩

和
ケ
ア
」

京
都
在
宅
医
療
塾
Ⅱ
の
狙
い
・
内
容

か
か
り
つ
け
医
に
役
⽴
つ
基
本
講
座
と
し
、
在
宅
医
療
を
実
践
し
て
い
る
医
師
及
び
今
後
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師

を
対
象
に
、
在
宅
医
療
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
専
⾨
医
や
多
職
種
の
⽅
を
講
師
に
迎
え
、
在
宅
医
療
技
術
、
機
器
の
使
⽤
法

を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
技
な
ど
で
学
び
ま
す
。
医
師
の
在
宅
医
療
対
応
⼒
の
向
上
を
⽀
援
し
ま
す
。

第
⼀
回
、
第
⼆
回
：
在
宅
で
の
輸
液
に
つ
い
て

第
三
回
、
第
四
回
：
在
宅
で
の
呼
吸
管
理
に
つ
い
て

【
専

⾨
医
】

た
な
か
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

⽥
中

誠
先
⽣
/ま
つ
だ
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
⽥

か
が
み
先
⽣

【
認
定
看
護
師
】

京
都
府
看
護
協
会

勝
本

孝
⼦
先
⽣

京
都
府
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

松
久
保

眞
美
先
⽣

講 師 対 象
医
師
：
開
業
医
、
勤
務
医
（
病
院
・
⾼
齢
者
施
設
な
ど
）
、
研
修
医

２
０
１
５
年

京
都
在
宅
医
療
塾
Ⅱ
〜
実
践
編

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

内
容

講
師

18
:0
0～

18
:0
5

開
催

挨
拶

京
都

府
医

師
会

北
川

副
会

長

18
:0
5～

18
:3
0

講
義

最
新
CV

ポ
ー
ト
管

理
三

菱
京

都
病

院
大

田
豊

承
先

生

18
:3
0～

18
:4
5

CV
ポ
ー
ト
在

宅
管

理
の

実
際

た
な
か

往
診

ク
リ
ニ
ッ
ク

田
中

誠
先

生

18
:4
5～

18
:5
5

家
族

へ
の

指
導

京
都

府
看

護
協

会
勝

本
孝

子
様

18
:5
5～

19
:0
0

ル
ー
ト
セ
ッ
ト
の

準
備

説
明

ま
つ
だ
在

宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
田

か
が

み
先

生

19
:0
0～

19
:5
7

19
:0
0～

19
:2
5

ブ
ー
ス
1

Aグ
ル

ー
プ

ブ
ー
ス
2

Bグ
ル

ー
プ

19
:3
0～

19
:5
5

ブ
ー
ス
1

Bグ
ル

ー
プ

ブ
ー
ス
2

Aグ
ル

ー
プ

穿
刺

と
固

定
の
実

習

ブ
ー
ス
1

静
脈

留
置

針
皮

下
点

滴
技

術
（
ビ
デ
オ
上

映
）

ブ
ー
ス
2

CV
ポ
ー
ト

ブ
ー
ス
3

業
者

展
示

（
持

続
ポ
ン
プ
な
ど
）

Aグ
ル

ー
プ

た
な
か

往
診

ク
リ
ニ
ッ
ク

田
中

誠
先

生
京

都
府

看
護

協
会

勝
本

孝
子

様
Bグ

ル
ー
プ

ま
つ
だ
在

宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
田

か
が

み
先

生
京

都
府

訪
問

看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

協
議

会
松

久
保

眞
美

様

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
認

定
看

護
師

６
名
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英
国

G
ol

d 
St

an
da

rd
s 

Fr
am

ew
or

k（
G

SF
代

表
）

Ke
ri

Th
om

as
教

授
講

師

対
象

医
師

・
多

職
種

⽣
活

機
能

向
上

研
修

「
AC

P」
テ

ー
マ

「
英

国
式

⼈
⽣

最
終

段
階

の
ケ

ア
」

〜
G

ol
d 

St
an

da
rd

s 
Fr

am
ew

or
k 

戦
略

〜

⽣
活

機
能

向
上

研
修

「
AC

Pに
つ

い
て

」
〜

AC
Pの

概
念

・
必

要
性

・
普

及
へ

の
取

り
組

み
〜

講
師

対
象

医
師

・
多

職
種

１
）

広
島

県
医

師
会

活
動

に
お

け
る

AC
P取

組
の

経
緯

に
つ

い
て

講
師

⼩
笠

原
英

敬
（

広
島

県
医

師
会

常
任

理
事

）
２

）
AC

Pの
概

念
に

つ
い

て
講

師
本

家
好

⽂
（

広
島

県
地

域
保

健
対

策
協

議
会

終
末

期
医

療
の

あ
り

⽅
検

討
専

⾨
委

員
会

委
員

⻑
/

広
島

県
緩

和
ケ

ア
⽀

援
セ

ン
タ

ー
⻑

）
３

）
な

ぜ
AC

Pが
必

要
な

の
か

講
師

有
⽥

健
⼀

（
広

島
県

地
域

保
健

対
策

協
議

会
終

末
期

医
療

の
あ

り
⽅

検
討

専
⾨

委
員

会
委

員
/

前
広

島
県

医
師

会
常

任
理

事
）

京
都

地
域

包
括

ケ
ア
推

進
機

構

設
立

の
目

的
：

高
齢

者
の

方
が

介
護

や
療

養
が

必
要

に
な

っ
て

も
、

地
域

で
関

わ
り

を
持

ち
な

が
ら

、
自

分
の

意
思

で
生

活
の

場

を
選

択
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
を

進
め

、
個

人
の

尊
厳

が
尊

重

さ
れ

る
社

会
を

実
現

し
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

し

て
い

け
る

社
会

を
築

く
た

め
に

、
医

療
、

介
護

、
福

祉
の

サ
ー

ビ

ス
を

切
れ

目
な

く
一

体
的

に
提

供
す

る
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
の

実
現

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
に

行
政

や
医

療
、

介
護

、
福

祉

関
係

の
あ

ら
ゆ

る
機

関
・

団
体

が
集

結
し

、
オ

ー
ル

京
都

体
制

で

進
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

設
立

：
平

成
２

３
年

６
月

１
日

京
都

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

機
構

•京
都

司
法

書
士

会
•社

会
福

祉
法

人
京

都
市

社
会

福
祉

協
議

会
•社

団
法

人
京

都
社

会
福

祉
士

会
•社

団
法

人
京

都
私

立
病

院
協

会
•社

団
法

人
京

都
精

神
病

院
協

会
•京

都
府

地
域

包
括

･在
宅

介
護

支
援

セ
ン
タ
ー
協

議
会

•京
都

市
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
在

宅
介

護
支

援
セ
ン
タ
ー
連

絡
協

議
会

•京
都

府
町

村
会

•京
都

府
病

院
協

会
•京

都
府

立
大

学
•京

都
弁

護
士

会
•京

都
府

訪
問

看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協

議
会

•京
都

府
民

生
児

童
委

員
協

議
会

•京
都

市
民

生
児

童
委

員
連

盟
•社

団
法

人
京

都
府

薬
剤

師
会

•一
般

社
団

法
人

京
都

府
理

学
療

法
士

会
•京

都
療

養
病

床
協

会
•京

都
府

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連

絡
協

議
会

•一
般

社
団

法
人

京
都

府
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

•一
般

社
団

法
人

京
都

市
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

•京
都

府
老

人
保

健
施

設
協

会

３
９
団
体

（
50

音
順
）

•京
都

府
立

医
科

大
学

•公
益

社
団

法
人

京
都

府
栄

養
士

会
•社

団
法

人
京

都
府

介
護

支
援

専
門

員
会

•一
般

社
団

法
人

京
都

府
介

護
福

祉
士

会
•社

団
法

人
京

都
府

看
護

協
会

•京
都

大
学

•京
都

府
行

政
書

士
会

•京
都

府
言

語
聴

覚
士

会
•京

都
府

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
•京

都
府

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
•京

都
府

作
業

療
法

士
会

•社
団

法
人

京
都

府
歯

科
医

師
会

•社
団

法
人

京
都

府
歯

科
衛

生
士

会
•京

都
府

市
長

会

•
京

都
府

•
京

都
市

•
社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社
会

福
祉

協
議

会
•

社
団

法
人

京
都

府
医

師
会

京
都

式
地

域
包

括
ケ
ア
の

７
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

京 都 地 域 包 括 ケ ア 推 進 機 構

【
認

知
症

総
合

対
策

推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

医
療

・
ケ
ア
連

携
部

会

初
期

対
応

・
地

域
部

会

【
地

域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
会

【
看

取
り
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

看
取

り
部

会

【
在

宅
療

養
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
介

護
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
地

域
で
支

え
る
生

活
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
北

部
地

域
医

療
・
介

護
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】●
認

知
症

総
合

対
策

計
画

の
策

定
・
認

知
症

の
早

期
発

見
や
専

門
的

な
診

断
の
充

実
・
初

期
認

知
症

の
方

や
家

族
へ
の
集

中
的

な
支

援
・
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン
タ
ー
整

備
と
地

域
連

携

●
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

等
の
養

成
・
先

端
的

リ
ハ
ビ
リ
治

療
の
研

究
･
普

及
促

進

●
京

都
式

看
取

り
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ
の
策

定
・
在

宅
看

取
り
連

携
推

進
事

業
の
実

施
・
在

宅
療

養
･
看

取
り
に
関

す
る
府

民
啓

発
の
推

進

●
在

宅
療

養
あ
ん
し
ん
病

院
登

録
シ
ス
テ
ム
の
推

進
・
多

職
種

に
よ
る
在

宅
療

養
チ
ー
ム
の
拡

大
・
在

宅
療

養
に
係

る
府

民
啓

発
の
促

進

●
府

立
医

大
附

属
北

部
医

療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
伴

う
地

域
医

療
展

開
と
の
協

働

●
亀

岡
市

、
府

立
医

大
と
の
連

携
し
た
全

国
最

大
規

模
の
介

護
予

防
の
検

証
事

業

●
企

業
が
高

齢
者

を
見

守
る
「
京

都
高

齢
者

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
企

業
」
の
展

開
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「
看
取
り
部
会
」
の
取
り
組
み

看
取

り
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

前
準

備
会

（
平

成
25

年
6～

12
月

）

看
取

り
対

策
部

会
（
平

成
26

年
1～

4月
）

20
25

年
を
見

据
え
た
看

取
り
対

策
協

議
会

（
平

成
26

年
8月

～
27

年
3月

）

Ａ
Ｃ
Ｐ
推

進
ワ
ー
キ
ン
グ

（
平

成
27

年
11

月
～

平
成
28

年
3月

）

京
都

地
域

包
括

ケ
ア
推

進
機

構
看

取
り
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
そ
の

人
ら
し
い
看

取
り
」
を
支

援
す
る
た
め
の

調
査

•
調

査
期

間
：

平
成
25

年
8月

23
日

～
9月

30
日

•
調

査
対

象
：

京
都

府
内

の
看

取
り
に
関

係
す
る
施

設
等

在
宅
療
養

支
援
医
療

機
関

訪
問

看
護

事
業
所

病
院

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム

小
規
模
多

機
能
居
宅

介
護

サ
ー
ビ
ス

月
高
齢
者

住
宅
・有

料
老
人

ホ
ー
ム

合
計

対
象

数
（件

）
80

9
20

5
15

2
16

3
14

6
10

4
81

16
60

有
効
回
答
数
（件

）
22

5
10

4
86

73
83

55
38

66
4

回
答

率
（％

）
27

.8
50

.7
56

.6
44

.8
56

.8
52

.9
46

.9
40

Q
:年

齢

0
20

40
60

80
10
0

12
0

14
0

41
～
50

51
～
60

61
～
70

71
～
80

81
～
90

91
以

上

不
明

・
無

回
答

年
齢

非
が

ん

が
ん

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査
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Q
：
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
パ
タ
ー
ン

90

75

30

0
20

40
60

80
10
0

死
亡

の
数

週
間

前
ま
で

AD
Lが

保
た
れ

、
あ
る
時

点

か
ら
急

速
に
低

下
し
た

原
疾

患
の

悪
化

や
合

併
症

を
繰

り
返

し
、
AD

Lが
次

第

に
下

降
線

を
た
ど
っ
た

長
期

に
わ

た
り
比

較
的

に

な
だ
ら
か

に
AD

Lが
低

下
し

た

が
ん

47

9010
0

0
20

40
60

80
10
0

12
0

死
亡

の
数

週
間

前
ま
で

AD
Lが

保
た
れ

、
あ
る
時

点

か
ら
急

速
に
低

下
し
た

原
疾

患
の

悪
化

や
合

併
症

を
繰

り
返

し
、
AD

Lが
次

第

に
下

降
線

を
た
ど
っ
た

長
期

に
わ

た
り
比

較
的

に

な
だ
ら
か

に
AD

Lが
低

下
し

た

非
が

ん

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

Q
：
意
思
決
定
に
必
要
な
情
報
の
説
明

69
, 3
5%

10
3,
 5
2%

16
, 8
%7,
 4
%

3,
 1
%

0,
 0
%

が
ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え
ば

で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回

答

46
, 1
9%

12
1,
 5
0%

41
, 1
7%20

, 8
%

6,
 3
%

6,
 3
%

非
が

ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え
ば

で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回

答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

Q
:説

明
に
対
す
る
本
人
・
家
族
の
理
解

70
, 3
5%

10
1,
 5
1%

17
, 9
%

9,
 5
%

1,
 0
%

0,
 0
%

が
ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

22
%

11
4,
 4
7%

17
%

8%

3%

3%

非
が

ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

Q
:認

知
症
（
中
重
度
）
の
有
無 88

, 
37

%

15
0,
 

62
%

2,
 1
%

非
が

ん

な
し

あ
り

不
明

15
9,
 

80
%

37
, 

19
%

2,
 1
%

が
ん

な
し

あ
り

不
明

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査
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Q
:本

人
の
意
思
表
示

80
, 4
0%

75
, 3
8%

24
, 1
2%

18
, 9
%1,
 1
%

が
ん

明
確

な
意

思
表

示
が

あ
っ
た

明
確

で
は

な
い

が
、
意

思
表

示

が
あ
っ
た

意
思

表
示

は
な

か
っ
た

意
思

表
示

を
行

う
判

断
力

が
な

か
っ
た

不
明

・
無

回
答

56
, 2
3%

64
, 2
7%

48
, 2
0%

67
, 2
8%

5,
 2
%

非
が

ん

明
確

な
意

思
表

示
が

あ
っ
た

明
確

で
は

な
い

が
、
意

思
表

示

が
あ
っ
た

意
思

表
示

は
な

か
っ
た

意
思

表
示

を
行

う
判

断
力

が
な

か
っ
た

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

16
5,
 6
5%

63
, 2
5%15
, 6
%

9,
 4
%

明
確

な
意

思
表

示
が

あ
っ
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

36
, 3
3%

51
, 4
7%

18
, 1
7%

3,
 3
%

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

70
, 4
6%

55
, 3
7%

18
, 1
2%

7,
 5
%

意
思

表
示

を
行

う
判

断
力

が
無

か
っ
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

49
%

98
, 4
1%

6%
4%

明
確

で
は

な
い
が

意
思

表
示

が
あ
っ
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

Q
:意

思
決
定
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

9

88

10
4

23

2

い
な
い

本
人

主
介

護
者

そ
の

他

不
明

・
無

回
答

意
思

決
定

の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン

が
ん

8

56

15
8

38

2

い
な
い

本
人

主
介

護
者

そ
の

他

不
明

・
無

回
答

意
思

決
定

の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン

非
が

ん

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

Q
:家

族
の
意
思
表
示

11
0,
 5
6%

70
, 3
5%

16
, 

8%

1,
 0
%0,
 0
% 1,

 1
%

が
ん

明
確

な
意

思
表

示
が

あ
っ
た

明
確

で
は

な
い

が
、
意

思
表

示

が
あ
っ
た

意
思

表
示

は
な

か
っ
た

意
思

表
示

を
行

う
判

断
力

が
な

か
っ
た

意
思

決
定

に
関

わ
る
家

族
が

い

な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

10
3,
 4
3%

86
, 3
6%

32
, 1
3%

7,
 3
%

3,
 1
%

9,
 4
%非

が
ん

明
確

な
意

思
表

示
が

あ
っ
た

明
確

で
は

な
い

が
、
意

思
表

示

が
あ
っ
た

意
思

表
示

は
な

か
っ
た

意
思

表
示

を
行

う
判

断
力

が
な

か
っ
た

意
思

決
定

に
関

わ
る
家

族
が

い

な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査
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意
思
表
示
の
方
法

が
ん

非
が
ん

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル

4
0

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

2
1

そ
の
他
の
文
書

0
0

口
頭

7
2

5
2

そ
の
他

2
1

不
明
・
無
回
答

0
2

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

Q
:意

思
決
定
に
際
し
て
の
多
職

種
協
働

14
%

31
%

22
%

15
%

12
%

6%

が
ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

13
%

32
%

20
%

12
%15
%

8%

非
が

ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

69
%

25
%

4%
2%

多
職

種
に
よ
る
意

思
決

定
支

援
が

十
分

ま
た
は

ほ
ぼ

で
き
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

44
%

46
%

9%

1%

多
職

種
に
よ
る
意

思
決

定
支

援
が

ど
ち
ら
か

と
言

え
ば

で
き
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

29
%

50
%

19
%

2%

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

Q
:本

人
･家

族
が
揺
ら
い
だ
時
の
支
援

21
%

36
%

12
%

5%
0%

24
%

2%

が
ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

揺
ら
ぎ
が

な

か
っ
た

不
明

・
無

回
答

18
% 38

%
11
%

4%0%

26
%

3%

非
が

ん

十
分

で
き
た

ほ
ぼ

で
き
た

ど
ち
ら
か

と
言

え

ば
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た

で
き
な
か

っ
た

揺
ら
ぎ
が

な

か
っ
た

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査
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24
7,
 7
0%

87
, 2
5%

8,
 2
%

11
, 3
%

気
持

ち
が

揺
ら
い
だ
時

の
支

援

十
分

ま
た
は

ほ
ぼ

で
き
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

28
, 3
3%

49
, 5
7%

8,
 9
%

1,
 1
%

気
持

ち
が

揺
ら
い
だ
時

の
支

援

ど
ち
ら
か

と
言

え
ば

で
き
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

10
, 3
5%

10
, 3
4%

9,
 3
1%

0,
 0
%

気
持

ち
が

揺
ら
い
だ
時

の
支

援 評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

89
, 5
2%

71
, 4
1%

7,
 4
%

5,
 3
%

気
持

ち
が

揺
ら
い
だ
時

の
支

援

揺
ら
ぎ
が

無
か

っ
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

Q
:方

針
の
共
有

62

58 57

4 13 4

0
10

20
30

40
50

60
70

当
初

か
ら
、
本

人
と
家

族
の

方
向

性
が

一

致
し
て
お
り
、
関

係
者

が
そ
の

方
針

を
共

有

し
た

当
初

か
ら
、
本

人
、
家

族
、
関

係
者

に
よ
る

話
し
合

い
等

に
よ
り
、
早

期
に
一

定
の

方
針

が
決

ま
り
、
関

係
者

が
共

有
で
き
た

当
初

は
な
か

っ
た
が

、
本

人
、
家

族
、
支

援

す
る
関

係
者

に
よ
る
話

し
あ
い
を
重

ね
る
こ

と
に
よ
り
一

定
の

方
針

が
共

有
で
き
た

本
人

ま
た
は

家
族

の
意

思
決

定
能

力
が

な

く
、
主

に
関

係
者

の
話

し
合

い
で
方

針
を
決

定
し
、
本

人
ま
た
は

家
族

の
同

意
を
得

…

最
後

ま
で
方

針
が

定
ま
ら
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答が
ん

79

53

66

13

22

7

0
20

40
60

80
10
0

当
初

か
ら
、
本

人
と
家

族
の

方
向

性
が

一

致
し
て
お
り
、
関

係
者

が
そ
の

方
針

を
共

有

し
た

当
初

か
ら
、
本

人
、
家

族
、
関

係
者

に
よ
る

話
し
合

い
等

に
よ
り
、
早

期
に
一

定
の

方

針
が

決
ま
り
、
関

係
者

が
共

有
で
き
た

当
初

は
な
か

っ
た
が

、
本

人
、
家

族
、
支

援

す
る
関

係
者

に
よ
る
話

し
あ
い
を
重

ね
る
こ

と
に
よ
り
一

定
の

方
針

が
共

有
で
き
た

本
人

ま
た
は

家
族

の
意

思
決

定
能

力
が

な

く
、
主

に
関

係
者

の
話

し
合

い
で
方

針
を
決

定
し
、
本

人
ま
た
は

家
族

の
同

意
を
得

…

最
後

ま
で
方

針
が

定
ま
ら
な
か

っ
た

不
明

・
無

回
答

非
が

ん

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査

9,
 1
4% 22

, 3
5%

27
, 4
3%

5,
 8
%

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

14
1,
 5
8%

81
, 3
4%15

, 6
%

4,
 2
%

話
し
合

い
で
方

針
が

共
有

で
き
た

評
価
が
高
い

普
通

評
価
が
低
い

不
明
・
無
回
答

23
5,
 5
6%

14
8,
 3
6%

18
, 4
%

15
, 4
%

当
初

か
ら
方

針
が

共
有

で
き
た 評

価
が

高
い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

Q
:方

針
と
看
取
り
の
過
程
の
一
致
度

43
%

36
%

9%2%

1%

9%

が
ん

一
致

し
て
い
た

ほ
ぼ

一
致

し
て

い
た

ど
ち
ら
と
も
言

え

な
い

あ
ま
り
一

致
し
て

い
な
か

っ
た

一
致

せ
ず

不
明

・
無

回
答

41
%

40
%

9%1%2%

7%

非
が

ん

一
致

し
て
い
た

ほ
ぼ

一
致

し
て

い
た

ど
ち
ら
と
も
言

え

な
い

あ
ま
り
一

致
し
て

い
な
か

っ
た

一
致

せ
ず

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
向
け
調
査
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60
%

34
%

4%
2%

方
針

と
看

取
り
の

過
程

が

一
致

し
て
い
た

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

32
%

51
%

9%
8%

方
針

と
看

取
り
の

過
程

の
一

致
が

ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

50
%

15
%

35
%

0%

評
価

が
高

い

普
通

評
価

が
低

い

不
明

・
無

回
答

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

0
20

40
60

80
10
0

12
0

14
0

16
0

主
な
介

護
者

の
介

護
力

家
族

の
協

力
体

制

経
済

力

在
宅

医
療

（
訪

問
医

療
・
往

診
）
の

提
供

在
宅

医
療

処
置

・
機

器
へ

の
対

応

医
師

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

身
体

的
苦

痛
へ

の
緩

和
ケ
ア
の

実
施

医
師

と
患

者
や

家
族

と
の

信
頼

関
係

訪
問

看
護

サ
ー
ビ
ス
の

提
供

訪
問

看
護

師
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

医
師

と
訪

問
看

護
師

と
の

連
携

状
態

悪
化

時
等

に
お
け
る
入

院
支

援

必
要

な
介

護
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス

多
職

種
間

の
情

報
共

有
や

意
思

疎
通

、
協

働

意
思

決
定

に
関
わ

る
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
の

存
在

本
人

の
療

養
場
所
や

終
末
期

医
療
に
関
す
る
意
思

表
示
の

明
確
さ

家
族

の
療

養
場
所
や

終
末
期

医
療
に
関
す
る
意
思

表
示
の

明
確
さ

看
取

り
に
つ
い
て
の

本
人

、
家

族
、
関

係
者

間
で
の

方
針

の
共

有

本
人

や
家

族
の

意
思

決
定

へ
の

支
援

本
人

や
家

族
の
意
志

が
揺
ら
い
だ
と
き
の

支
援

病
院

に
よ
る
退

院
支

援
・
退

院
調

整

本
人

や
家

族
の

心
の

痛
み

や
不

安
に
対

す
る
ケ
ア
の

実
施

エ
ン
ゼ
ル

ケ
ア
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

そ
の

他

看
取

り
の

質
を
向

上
し
た
要

因
が

ん
1～

5位

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

0
20

40
60

80
10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

主
な
介

護
者

の
介

護
力

家
族

の
協

力
体

制

経
済

力

在
宅

医
療

（
訪

問
医

療
・
往

診
）
の

提
供

在
宅

医
療

処
置

・
機

器
へ

の
対

応

医
師

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

身
体

的
苦

痛
へ

の
緩

和
ケ
ア
の

実
施

医
師

と
患

者
や

家
族

と
の

信
頼

関
係

訪
問

看
護

サ
ー
ビ
ス
の

提
供

訪
問

看
護

師
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

医
師

と
訪

問
看

護
師

と
の

連
携

状
態

悪
化

時
等

に
お
け
る
入

院
支

援

必
要

な
介

護
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス

多
職

種
間

の
情

報
共

有
や

意
思

疎
通

、
協

働

意
思

決
定

に
関
わ

る
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
の

存
在

本
人

の
療

養
場
所
や

終
末
期

医
療
に
関
す
る
意
思

表
示
の

明
確
さ

家
族

の
療

養
場
所
や

終
末
期

医
療
に
関
す
る
意
思

表
示
の

明
確
さ

看
取

り
に
つ
い
て
の

本
人

、
家

族
、
関

係
者

間
で
の

方
針

の
共

有

本
人

や
家

族
の

意
思

決
定

へ
の

支
援

本
人

や
家

族
の

意
志

が
揺

ら
い
だ
と
き
の

支
援

病
院

に
よ
る
退

院
支

援
・
退

院
調

整

本
人

や
家

族
の

心
の

痛
み

や
不

安
に
対

す
る
ケ
ア
の

実
施

エ
ン
ゼ
ル

ケ
ア
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

そ
の

他

看
取

り
の

質
を
向

上
し
た
要

因
非

が
ん

1～
5位

在
宅
療
養
支
援
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
向
け
調
査

本
調
査
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

が
ん
と
非
が
ん
で
異
な
る
点

•
年
齢

•
認
知
症
の
有
無

•
経
過

•
理
解
力

•
意
思
表
示
力

看
取
り
の
質
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
（
意
思
決
定
関
連
）

•
意
思
の
明
確
さ

•
意
思
決
定
支
援
、
継
続
的
支
援
（
多
職
種
協
働
）

•
情
報
共
有

•
決
定
方
針
と
の
一
致
度
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生
死

老
成

長
、

上
昇

、
進

歩

生
死

子
ど
も

老
人

直
線
と
し
て
の
人
生
イ
メ
ー
ジ

円
環
と
し
て
の
人
生
イ
メ
ー
ジ

AC
P

ケ
ア

広
井
良
典
「
ケ
ア
を
問
い
な
お
す
」
か
ら
、
有
田
先
生
が
一
部
改
変
さ
れ
た
も
の
を
改
変

健
康

寿
命

の
延

伸

地
域

包
括

ケ
ア

支
え
る

医
療

と
て
も
難
し
い
！
！

語
り
方

聴
き
方

考
え
方

決
め
方

支
え
方

ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
事
前
ケ
ア
計
画
）

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル

（
内

容
指

示
）

代
理

人
指

示

ア
ド
バ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
事
前
指
示
）

「
人

生
、
老

い
や

死
に
つ
い
て
話

す
」

終
活

（
自

分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
）

超
高
齢
・
多
死
社
会
：
健
康
寿
命
の
延
伸
、
地
域
包
括
ケ
ア

「
防
ぐ
、
治
す
、
戻
す
、
支
え
る
、
癒
す
、
見
送
る
」
：
キ
ュ
ア
、
ケ
ア

チ
ー
ム
医
療
、
多
職
種
協
働
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
（
Pa
tie

nt
 C
en
te
re
d 
M
ed

ic
in
e）

患
者
－
医
師
関
係
：
Ｅ
Ｂ
Ｍ
、
Ｎ
Ｂ
Ｍ

•
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力

•
総

合
診

療
力

•
人

間
力

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
｢終

活
｣の

啓
発
：
予
防
の
視
点

意
思
決
定
、
治
療
・
ケ
ア
方
針
決
定
：
支
援
､プ

ロ
セ
ス

•
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
Ａ
Ｄ

•
ＩＣ

，
Ｓ
Ｄ
Ｍ
（
Sh
ar
ed

 D
ec
isi
on

 M
ak
in
g）

•
Ｃ
Ｂ
Ａ
（
Co

ns
en

su
s B

as
ed

 A
pp

ro
ac
h)

終
末
期
医
療
、
緩
和
ケ
ア
、
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
、
看
取
り
､グ

リ
ー
フ
ケ
ア

•
緩

和
モ
デ
ル
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参考資料 2

一
般

社
団

法
人

因
島

医
師

会

終
末

期
医

療
の

あ
り

方
検

討
専

門
委

員
会

Ａ
Ｃ

Ｐ
（

ア
ド

バ
ン

ス
・

ケ
ア

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）

モ
デ

ル
事

業
報

告 平
成

28
年

5月
29

日

因
島

医
師

会
に

つ
い

て

因
島

医
師

会
Ａ

会
員

１
９

名
Ｂ

会
員

１
５

名
三

原
市

医
師

会
（

瀬
戸

田
地

域
）

三
原

市
医

師
会 生
口

島

因
島

人
口

３
万

３
千

人
（

因
島

・
生

口
島

地
域

）
高

齢
化

率
４

０
．

２
％

弓
削

島
生

名
島

岩
城

島

因
島

・
生

口
島

の
高

齢
化

率

尾
道

市
医

師
会

Ｈ
1
9
年

開
設

う
み

か
ぜ

の
丘

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

Ｈ
２

４
年

開
設

介
護

老
人

保
健

施
設

ビ
ロ

ー
ド

の
丘

（
8
0
床

）

Ｈ
2
7
年

4
月

開
設

し
ま

か
ぜ

の
丘

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

Ｈ
1
2
年

因
島

医
師

会
在

宅
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
ケ

ア
マ

ネ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

Ｓ
5
7
年

開
設

因
島

医
師

会
病

院
（

4
病

棟
1
9
7
床

）

因
島

医
師

会
の

施
設

紹
介

①
普

及
啓

発
活

動

・
講

演
会

の
開

催

医
療

職
対

象

地
域

住
民

対
象

・
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

（
ケ

ア
ネ

ッ
ト

因
島

）
の

活
用

②
Ａ

Ｃ
Ｐ

検
討

会
議

（
因

島
医

師
会

法
人

内
の

医
療

・
介

護
事

業
所

の
管

理
者

を
集

め
て

検
討

会
議

を
開

催
）

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

利
用

し
て

の
導

入
の

検
討

③
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施

Ａ
Ｃ

Ｐ
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
内

容
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医
療

職
へ

の
普

及
啓

発
活

動

・
「

ア
ド

バ
ン

ス
・

ケ
ア

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

A
C
P
）

に
つ

い
て

」

日
時

：
平

成
2
7
年

1
0
月

3
0
日

（
金

）
1
8
：

4
5
～

1
9
：

4
5

講
師

：
有

田
健

一
先

生

参
加

者
：

1
1
8
名

医
師

1
2
名

看
護

師
3
5
名

リ
ハ

ビ
リ

2
6
名

介
護

職
2
名

因
島

医
師

会
病

院
地

域
連

携
室

2
名

尾
道

市
南

部
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
6
名

ケ
ア

マ
ネ

9
名

薬
剤

師
3
名

そ
の

他
（

事
務

職
）

8
名

外
部

事
業

所
1
5
名

・
因

島
医

師
会

員
に

A
C
P
普

及
活

動
の

説
明

と
協

力
依

頼

日
時

：
平

成
2
8
年

1
月

2
2
日

（
金

）

参
加

者
：

2
8
名

地
域

住
民

へ
の

普
及

啓
発

活
動

市
民

公
開

講
座

「
高

齢
社

会
に

お
け

る
医

療
の

選
択

－
ア

ド
バ

ン
ス

・
ケ

ア
・

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

（
A
C
P
）

と
共

に
」

日
時

：
平

成
2
7
年

1
2
月

7
日

（
月

）
1
7
：

3
0
～

1
8
：

4
0

講
師

：
有

田
健

一
先

生

参
加

者
：

1
7
5
名

医
療

職
員

5
8
名

介
護

職
員

4
1
名

事
務

職
員

1
0
名

外
部

事
業

所
職

員
4
6
名

地
域

住
民

1
3
名

民
生

委
員

7
名

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
－

ク
を

活
用

し
た

普
及

啓
発

活
動

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
ケ

ア
ネ

ッ
ト

因
島

）
を

活
用

し
、

因
島

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
の

会
長

会
議

に
て

A
C
P
の

説
明

と
協

力
依

頼

日
時

：
平

成
2
７

年
1
2
月

2
4
日

（
木

）

場
所

：
尾

道
市

因
島

総
合

支
所

３
階

会
議

室

参
加

者
：

８
名

各
地

区
の

代
表

者
は

因
島

民
生

委
員

児
童

委
員

定
例

会
で

説
明

会
を

実
施

し
た

６
ヵ

所
で

D
V
D
鑑

賞
と

A
C
P
の

手
引

き
で

の
自

主
開

催
。

ア
ン

ケ
ー

ト
も

同
時

に
配

付

ア
ン

ケ
ー

ト
配

付
数

：
１

０
０

回
答

数
：

７
２

（
回

答
率

：
７

２
％

）

連
携

に
よ

る
支

援
体

制
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ビ
ロ

ー
ド

の
丘

事
務

室
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

ケ
ア

マ
ネ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

相
談

者

因
島

医
師

会
在

宅
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
ケ

ア
ネ

ッ
ト

因
島

と
は

ケ
ア

ネ
ッ

ト
因

島
の

設
立

（
平

成
2
0
年

8
月

～
）

目
的 地

域
の

高
齢

者
の

安
心

と
安

全
を

守
る

た
め

に
、

お
互

い
の

組
織

の
活

動
内

容
を

知
り

、
相

互
の

組
織

の
活

動
の

補
完

と
連

携
を

図
る

こ
と

で
、

安
心

と
安

全
を

担
保

す
る

。
既

存
の

支
援

体
制

を
活

用
し

て
の

見
守

り
体

制
の

再
構

築
を

行
う

。

因
島

医
師

会
と

民
生

委
員

と
の

連
携

因
島

瀬
戸

田
地

区
民

生
委

員
児

童
委

員
会

長
会

議
1
回

／
２

ヶ
月

⇒
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
も

参
加

・
因

島
医

師
会

情
報

（
医

師
会

主
催

の
講

演
会

開
催

情
報

・
A
C
P
の

周
知

等
）

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
や

保
険

情
報

・
困

難
事

例
対

応
報

告
・

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
の

交
流

会
等

様
々

な
情

報
共

有
を

図
る

。

※
尾

道
市

南
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
前

身
の

基
幹

型
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
（

H
1
3
.4

～
H
1
8
.3

）
時

か
ら

相
談

対
応

や
同

行
訪

問
、

医
療

連
携

等
の

関
わ

り
が

あ
り

、
よ

り
良

い
関

係
性

の
構

築
に

努
め

て
い

る
。

（
平

成
2
7
年

度
民

生
委

員
か

ら
の

新
規

相
談

件
数

3
3
件

）

民
生

委
員

を
通

じ
て

地
域

住
民

へ
の

Ａ
Ｃ

Ｐ
の

普
及

が
可

能
に

！

今
後

の
取

組

普
及

啓
発

活
動

１
）

医
師

へ
の

働
き

か
け

Ａ
Ｃ

Ｐ
モ

デ
ル

事
業

の
活

動
報

告
会

の
実

施
ポ

ス
タ

ー
・

チ
ラ

シ
等

の
資

料
の

配
付

２
）

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
利

用
民

生
委

員
か

ら
地

域
住

民
へ

の
紹

介
ケ

ア
ネ

ッ
ト

因
島

の
さ

ら
な

る
活

用
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
介

護
予

防
事

業
の

活
用

（
サ

ロ
ン

活
動

・
地

域
支

援
研

修
・

講
演

等
）

３
）

行
政

と
の

連
携

健
康

教
育

講
演

会
を

利
用

し
て

の
広

報
い

ん
の

し
ま

健
康

祭
り

で
の

講
演

地
域

医
療

構
想

会
議

に
組

み
込

む
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今
後

の
取

組

Ａ
２

版
ポ

ス
タ

ー

藤
井

医
院

待
合

室
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参考資料 3

平
成
2
7
年
度

A
C
P
普
及
啓
発
モ
デ
ル
事
業
報
告

一
般
社
団
法
人

広
島
市
東
区
医
師
会

•
平
成
2
7
年
8
月

東
区
医
師
会
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る

•
平

成
2
7
年
1
1
月

2
9
日

A
C
P
市
民

公
開

講
座

会
場
で
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
ツ
ー
ル
を
使
用
し
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
記
入
。

そ
の
前
後
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

•
平
成
2
8
年
1
月
2
2
日

フ
ェ
イ
ス
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会

※
フ
ェ
イ
ス
ネ
ッ
ト
と
は

、
東

区
医

師
会

が
主

導
し
て
い
る
ＩＣ

Ｔ
を
利

用
し
た

医
療

介
護

の
多

職
種

連
携

を
指

す

対
象
：
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
訪
問
看
護
、
介
護
職
、
行
政
職
員
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

•
Ａ
Ｃ
Ｐ
実
践
例
の
集
計

A
C
P
に
つ
い
て
の
市
民
公
開
講
座

AC
Pに

つ
い
て
の

市
民

公
開

講
座

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

参
加
者
20

4名
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Ａ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル
使
用
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

Ａ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル
使
用
後
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ェ
イ
ス
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
会
）

平
成
28

年
1月

22
日

東
区
医
師
会
が
主
導
し
て
い
る
ＩＣ

Ｔ
を
利
用
し
た
医
療
介
護
の

多
職
種
連
携
（
フ
ェ
イ
ス
ネ
ッ
ト
）
の
メ
ン
バ
ー
を
主
体
と
し
た
説
明
会

内
容
：

講
演

Ａ
Ｃ
Ｐ
っ
て
な
あ
に
？

～
「
私
の
心
づ
も
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

～
小
笠
原

英
敬
先
生

報
告
と
提
案

Ａ
Ｃ
Ｐ
市
民
公
開
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
と
今
後
の
提
案

（　　）149



フ
ェ
イ
ス
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
会
）

広
島
県
医
師
会
館

参
加
者
：

77
名

医
師
21

名
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
18

名
、

歯
科
医
師
7名

、
薬
剤
師
3名

、

ケ
ア
マ
ネ
9名

、
地
域
包
括
7名

、

訪
問
看
護
5名

、
行
政
7名

平
成
28

年
1月

Ａ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル

説
明

会
後

A
C
P
実

践
例

の
報

告
ご
協

力
の

お
願

い

広
島

市
東

区
は

、
広

島
県

地
域

保
健

対
策

協
議

会
の

平
成

２
７
年

度
モ
デ
ル

事
業

地
区

の
一

つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
が
、
A
C
P
を
実
践
さ
れ
た
貴
重
な
ケ
ー
ス
を

そ
の
都
度
、
お
手
数
で
す
が
、
別
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き

F
A
X
送
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
回
収
後
に
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
者
に
連
絡
を
と
り
状
況
の
更
な
る
確
認
を
し
た
。

A
C
P
実

践
例

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

報
告

に
つ
い
て
（
依

頼
）

A
C
P
を
実
践
し
た
方
の
職
種

（
囲
ん
で
下
さ
い
）

（
医

師
・
歯

科
医

師
・
薬

剤
師

・
看

護
師

・
介

護
福

祉
士

・
介

護
支

援
専

門
員

・

行
政

関
係

・
そ
の

他
）

①
「
私
の
心
づ
も
り
」
の
回
収
時
期

：
平
成
２
８
年

（
）
月

②
事
例
の
年
齢

（
）
歳

③
事
例
の
性
別

（
男
性

・
女
性
）

④
事
例
の
希
望
す
る
環
境

（
在
宅

・
施
設

・
病
院

・
そ
の
他
）

⑤
事

例
の

今
後

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
一

つ
選

ん
で
下

さ
い
）

（
）
積

極
的

な
医

療
・
介

護
プ
ラ
ン

（
）
自

然
に
任

せ
る
・
緩

和
的

な
医

療
・
介

護
プ
ラ
ン

（
）
状

況
に
よ
り
臨

機
応

変
に
対

応
す
る
医

療
・
介

護
プ
ラ
ン

⑥
A
C
P
を
実
践
す
る
の
に
難
し
か
っ
た
こ
と
（
自
由
記
載
）

A
C
P
実
践
例
の
集
計

（
平
成
2
8
年
2
月
～
4
月
）

A
C
P
実
践
例

：
1
４
例

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
実
践
し
た
職
種

：
薬

剤
師

（
6
例
）
、
医
師
（
3
例
）
、
看
護
師
（
3
例
）
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
（
2
例
）

内
訳

：
年

齢
：

3
0
～
9
0
歳

、
平

均
年

齢
6
7
歳

性
別

：
男

5
例
、
女

9
例

生
活
環
境

：
外
来
通
院

9
例
、
通
院
困
難
で
在
宅
療
養
中

5
例

事
例
の
今
後
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
希
望

：
積
極
的
な
医
療
・
介
護
プ
ラ
ン

0
例

自
然
に
任
せ
る
・
緩
和
的
な
医
療
・
介
護
プ
ラ
ン

6
例

状
況
に
よ
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
医
療
・
介
護
プ
ラ
ン

8
例
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A
C
P
の
実
践
例

（
薬
剤
師
に
よ
る
６
例
）

同
一
の
調
剤
薬
局
だ
っ
た

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
の
声
か
け
を
し
て
、
調
剤
の
待
ち
時
間
を

利
用
し
て
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

年
齢

30
～
60

歳
（
じ
ん
ま
疹
、
花
粉
症
、
高
血
圧
な
ど
）

「
私
の
心
づ
も
り
」
を
作
成
し
て
の
コ
メ
ン
ト
：

現
在
は
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
な
い
（
６
例
中
３
例
）

振
り
返
れ
ば
、
親
族
が
癌
末
期
で
あ
っ
た
時
、
こ
の
AC

Pツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
。

AC
Pの

実
践
を
依
頼
し
た
薬
剤
師
の
コ
メ
ン
ト
：

高
齢
の
方
に
は
、
聞
き
づ
ら
か
っ
た
。

人
生
の
最
期
に
つ
い
て
早
め
に
心
づ
も
り
を
す
る
の
は
良
い
と
思
う
が
、

い
ざ
と
い
う
場
面
で
は
ま
た
悩
む
だ
ろ
う
。

き
っ
か
け
づ
く
り
位
の
意
味
で
取
り
組
ん
だ
。

A
C
P
の
実
践
例

（
医
師
に
よ
る
３
例
）

２
名
の
医
師
に
よ
る

年
齢

５
８
～
９
０
歳

（
２
例
が
在
宅
訪
問
診
療
、
１
例
は
外
来
）

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
取
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
：

退
院
か
ら
在
宅
に
な
っ
た
時
、
状
態
が
悪
く
な
り
回
復
し
た
時
、
今
回
の
実
践
依
頼
が
あ
っ
た
た
め

AC
Pの

実
践
を
依
頼
し
た
医
師
の
コ
メ
ン
ト
：

１
例
は
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
強
い
覚
悟
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

１
例
は
、
胃
瘻
は
し
た
く
な
い
こ
と
以
外
、
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

外
来
で
実
践
し
た
例
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
興
味
が
あ
り
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

診
療
中
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
が
終
わ
れ
な
く
て
、
訪
問
看
護
師
に
後
を
お
願
い
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

A
C
P
の
実
践
例

（
看
護
師
に
よ
る
３
例
）

同
一
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

年
齢

６
５
～
８
２
歳

（
１
例
が
進
行
癌
で
不
安
定
、
２
例
は
病
状
安
定
）

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
取
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
：
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
依
頼
が
あ
っ
た
た
め

医
師
に
許
可
を
と
り
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
聞
き
取
り
、
終
了
後
、
医
師
に
報
告
し
た
。

AC
Pの

実
践
を
依
頼
し
た
看
護
師
の
コ
メ
ン
ト
：

事
例
１
（
８
２
歳
、
進
行
癌
）：
心
づ
も
り
の
文
章
の
意
味
の
理
解
が
難
し
く
、
説
明
す
る
と

こ
ち
ら
の
主
観
が
入
っ
て
い
く
感
じ
が
し
た
。
延
命
治
療
を
説
明
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

１
時
間
か
か
っ
た
。

事
例
２
：
比
較
的
自
立
し
て
い
る
場
合
、
「
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
の
処
置
」
、
「
人
の
手
を

か
り
る
こ
と
」
、
「
苦
痛
」
が
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
様
子
。
「
必
要
最
低
限
の
治
療
」
は
患
者
と

医
療
従
事
者
で
と
ら
え
方
の
違
い
を
感
じ
た
。

A
C
P
の
実
践
例

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
２
例
）

同
一
の
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

年
齢

８
６
歳

と
９
０
歳

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
取

っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
：
定

期
訪

問
時

。
最

近
Ａ
Ｃ
Ｐ
の

勉
強

を
し
て
き
て
、

お
元
気
な
段
階
で
心
づ
も
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た
。

AC
Pの

実
践

を
依

頼
し
た
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
職

員
の

コ
メ
ン
ト
：

３
０
分
程
度
で
終
了
し
た
。

心
づ
も
り
の
結

果
は

、
主

治
医

に
連

絡
し
た
。

む
や

み
に
延

命
治

療
は

受
け
た
く
な
い
と
希

望
が

あ
り
、
事

前
に
話

す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
喜
ば
れ
た
。
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広
島
市
東
区
医
師
会
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
普
及
啓
発
モ
デ
ル

事
業
か
ら
、
実
際
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
実
践
し
た
事
例
を
集
計
し
た

内
容
を
中
心
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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広島県地域保健対策協議会 終末期医療のあり方検討専門委員会
委員長　本家　好文　広島県緩和ケア支援センター
委　員　有田　健一　三原赤十字病院
　　　　小笠原英敬　広島県医師会
　　　　加賀谷哲郎　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　小早川　誠　広島大学病院
　　　　佐々木真哉　広島県健康福祉局がん対策課
　　　　竹内　啓祐　広島大学医学部地域医療システム学
　　　　田中　和則　広島県健康福祉局地域包括ケア・高齢者支援課
　　　　豊田　秀三　広島県医師会
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤原　雅親　東広島地区医師会
　　　　松浦　将浩　安芸地区医師会
　　　　山崎　正数　広島県医師会
　　　　吉川　幸伸　呉市医師会
　　　　吉田　良順　安佐医師会
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